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暖
冬
が
続
く
な
か
冬
の
訪
れ

は
遅
れ
気
味
で
す
が
、
山
間
部

で
は
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し

く
、
木
々
の
装
い
も
冬
の
到
来

を
告
げ
て
い
ま
す
。
長
期
予
報

で
は
、
今
年
も
暖
冬
傾
向
に
あ

る
反
面
、
例
年
よ
り
降
雪
量
は

多
い
と
予
報
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
施
設
の
点
検
を
実
施
し
冬

の
災
害
に
お
備
え
下
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
会

に
開
催
さ
れ
た
「
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
５
」
…
全
国
に
元

気
な
本
県
酪
農
を
Ｐ
Ｒ
で
き
、

消
費
者
に
は
酪
農
へ
の
理
解
を

得
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫

で
し
た
。
今
後
も
牛
乳
・
乳
製

品
が
「
安
全
・
安
心
」
で
優
れ

た
食
品
で
あ
る
こ
と
を
強
く
ア

ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
消
費
拡
大

運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。
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好
天
に
よ
る
飲
用
消
費
増
の
期
待
も
、

依
然
消
費
低
迷
が
続
き
、
新
た
に
バ
タ

ー
の
在
庫
過
剰
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

肥
育
素
牛
・
肉
用
牛
等
の
副
産
品
市

況
は
、
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
停
止
に
よ

る
国
内
産
需
要
増
に
よ
り
、
か
な
り
回

復
基
調
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
原
油
高

の
影
響
を
う
け
、
燃
料
・
生
産
資
材
等

の
値
上
げ
と
な
り
、
生
産
コ
ス
ト
増
が

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
第
十
二
回
全

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
・
第
四
回

全
日
本
ジ
ャ
ー
ジ
ー
共
進
会
が
壬
生
町

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
記
念
す

べ
き
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
し
た
。

　

以
下
組
合
の
一
年
を
振
返
っ
て
み
ま
す
。

一
・
役
員
改
選

　

通
常
総
代
会
に
お
い
て
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
新
役
員
選
出
に
続
く
理
事
会

に
お
い
て
、
三
名
の
常
勤
体
制
（
前
田

忠
利
組
合
長
、
菊
池
一
郎
・
相
馬
俊
市

副
組
合
長
）
と
な
る
。

二
・
総
代
選
挙

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
総
代
選
挙
を

行
っ
た
が
、
各
地
域
酪
農
組
合
よ
り
推

薦
さ
れ
た
候
補
者
以
外
の
届
け
が
な
く
、

無
投
票
に
よ
り
一
九
〇
名
の
新
総
代
が

選
出
さ
れ
た
。

三
・
機
構
改
革

　

効
率
的
運
営
と
Ｃ
Ｓ
閉
所
に
よ
り
、

新
年
度
か
ら
四
部
八
課
三
支
所
制
（
経

営
監
査
室
の
廃
止
、
生
乳
販
売
部
と
市

乳
販
売
部
の
統
合
、
購
買
部
及
び
診
療

課
の
新
設
）
の
機
構
改
革
と
と
も
に
人

事
異
動
を
行
っ
た
。

四
・
那
須
高
原
支
所
・
Ｃ
Ｓ
竣
工

　

施
設
合
理
化
計
画
の
第
一
弾
と
し
て

昨
年
度
よ
り
新
設
を
進
め
て
来
た
、
那

須
高
原
支
所
及
び
Ｃ
Ｓ
が
完
成
し
四
・

六
月
よ
り
稼
動
、
旧
西
那
須
野
Ｃ
Ｓ
と

旧
那
須
高
原
支
所
・
Ｃ
Ｓ
を
閉
所
し
た
。

五
・
生
産
現
場
の
環
境
美
化

支
所
活
動
推
進
協
議
会
・
地
域
酪
農
組

合
が
中
心
と
な
り
、
組
合
員
各
戸
の
巡

回
調
査
、
花
卉
の
苗
を
配
布
し
、
生
産

現
場
の
環
境
整
備
と
美
化
を
啓
蒙
し
た
。

六
・「
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
５
０
０�
」

新
発
売

　

市
乳
販
売
は
、
消
費
の
低
迷
・
低
価

格
競
争
等
大
変
厳
し
い
市
場
で
あ
る
が
、

七
月
よ
り
、
若
年
層
・
少
家
族
向
け
に
、

「
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
５
０
０�
」
を

新
発
売
し
た
。

　

今
年
も
数
々
の
ニ
ュ
ー
ス
・
出
来
事

を
残
し
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ふ

と
顧
み
る
だ
け
で
も
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
に
続
く
九
州
北
部
地
震
・
平
成
の
大

合
併
・
個
人
情
報
保
護
法
施
行
・
愛
知

万
博
・
交
通
事
故
・
非
行
犯
罪
・
原
油

高
騰
・
総
選
挙
・
談
合
入
札
・
と
ち
ぎ

全
共
・
天
皇
家
の
婚
儀
・
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
・
耐
震
強
度
偽
装
等
々
。

　

酪
農
業
界
は
、
脱
脂
粉
乳
の
過
剰
在

庫
を
抱
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
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那
須
高
原
支
所
・
Ｃ
Ｓ
新
設　

と
ち
ぎ
全
共
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
の
組
合
活
動
を
顧
み
る

�

�

�

�

��
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�
�
�
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七
・
配
合
飼
料
コ
ン
テ
ナ
直
送
開
始

　

大
量
輸
送
の
メ
リ
ッ
ト
と
効
率
的
配

送
に
よ
り
安
価
供
給
を
図
る
た
め
、
配

合
飼
料
の
コ
ン
テ
ナ
直
送（
二
十
ト
ン
）

を
始
め
た
。

八
・
酪
農
ま
つ
り

　

恒
例
行
事
の
ひ
と
つ
「
第
四
回
酪
農

ま
つ
り
」
を
那
須
塩
原
市
の
県
酪
農
試

験
場
に
て
開
催
、
共
進
会
と
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
に
二
、
三
〇
〇
人
が
来
場
し
親

睦
と
交
流
を
深
め
た
。

九
・
と
ち
ぎ
全
共
支
援

　

五
年
に
一
度
の
乳
牛
祭
典
「
と
ち
ぎ

全
共
」
が
先
月
大
盛
況
裡
に
開
催
さ
れ
、

共
進
会
に
お
い
て
も
本
県
は
健
闘
し
好

成
績
を
収
め
た
。
会
期
中
、
全
国
各
地

よ
り
六
九
万
人
が
訪
れ
、「
酪
農
王
国
と

ち
ぎ
」
を
多
い
に
Ｐ
Ｒ
出
来
た
。
組
合

よ
り
も
、
述
べ
一
八
六
名
の
職
員
が
出

役
し
支
援
・
協
力
し
た
。

十
・
全
国
酪
農
民
大
会
参
加

　

先
月
、
全
国
酪
農
家
五
五
〇
名
が
集

合
し
、
自
民
党
本
部
に
お
い
て
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
、「
牛
乳
・
乳
製
品
の
輸

入
拡
大
反
対
」「
牛
乳
消
費
拡
大
」
等
を

決
議
、
国
会
議
員
・
農
水
省
等
へ
の
要

請
運
動
を
行
っ
た
。
本
組
合
よ
り
、
役

職
員
二
三
名
が
参
加
し
た
。

盛況に開催された「ファームフェスタ２００５」



酪農とちぎ農業協同組合　2005.12. 9●3

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

（ジャージー種第１部～第４部）
所　　属市町村出　品　者　名出　　品　　牛　　名　　号賞出品部別

栃　酪那須塩原市今井　　武イマイファーム サンダー ブライドン ET２ 等 賞1

酪農とちぎ芳 賀 町岡田　純行オカダフアーム プリテイ ぺヨンジユン２ 等 賞2

酪農とちぎ那須塩原市臼井　　勉オカ エッチ カウンシラー レスター１ 等 賞3

酪農とちぎ那 須 町斉藤　　章ブレイメア ジユード エース優 等 賞4

第12回全日本ホルスタイン共進会及び第４回全日本ジャージー共進会栃木大会の成績
（ホルスタイン種第１部～第12部）

所　　属市 町 村出　品　者　名出　　品　　牛　　名　　号賞出品部別

酪農とちぎ那須塩原市臼井　　勉グリーンスター コラ ダーハム１ 等 賞

1 栃　酪今 市 市植木　　靖プラントツリー ＡＪ インテ ダーハム２ 等 賞

酪農とちぎ那須塩原市小針　　勤コバリ エミリア エレガンス ＥＴ２ 等 賞

酪農とちぎ那 須 町小松　俊介マウンテンジヤム ラストワン エアロ インテグリテイー２ 等 賞

2 酪農とちぎ矢 板 市山本　　修キクイチ マダム キット ロイ２ 等 賞

栃　酪那須塩原市菊地　次男テーブルランド ロイ フューリー２ 等 賞

栃　酪鹿 沼 市鹿沼農業高等学校プラントツリー ＡＢ ダーハム１ 等 賞
3

酪農とちぎ那須烏山市菊池　善也キクイチ マダム ジヤベラー ランド１ 等 賞

酪農とちぎ那須塩原市和田　　泰リージエント ドラマチツク チヤンピオン優 等 賞

4 酪農とちぎ那須塩原市那須拓陽高等学校タクヨウ エランド チヤンピオン１ 等 賞

栃　酪那須塩原市大沼　辰徳レインボーファーム プログレス マック ダイナ２ 等 賞

酪農とちぎ那須塩原市和泉　正行スノーライト スウイート クルーズ２ 等 賞
5

酪農とちぎ茂 木 町羽石　智昭ウイング マドキヤツプ チヤンピー ホープ２ 等 賞

酪農とちぎ那須塩原市那須拓陽高等学校タクヨウ ベリン インテグ チヤンピオン１ 等 賞

6 栃　酪那須塩原市永森　洋一ＬＷＬＦ プリンセス アディー チャン２ 等 賞

栃　酪今 市 市植木　　靖プラントツリー ＡＢＥ アウトサイド２ 等 賞

酪農とちぎ市 貝 町大滝　信夫コージー ロング ロイアーロン１ 等 賞

7 酪農とちぎ那 須 町石川　正勝フリーフライト ミツクス クストー１ 等 賞

酪農とちぎ那須塩原市人見　次男クイーン メープル テツシー ジエツド ＥＴ１ 等 賞

酪農とちぎ那須塩原市人見二三夫グリーン エバー ウオーク ジヤーナリスト優 等 賞

8
酪農とちぎ宇 都 宮 市川田　佳男リバーフアーム エステイメイト ダーハム クツキー優 等 賞

栃　酪那須塩原市眞嶋　大輔スノーライト Ｒ アイーン ＥＴ２ 等 賞

酪農とちぎ那 須 町今　　耕一ケーアイレデイ ホームステツド ダーハム ナイト２ 等 賞

酪農とちぎ那須烏山市中山　智之ビツクマウンテイン ゴールド ダーハム１ 等 賞

9 北那須那 須 町ウエルシーファームウエルシー ディーン ルーベンス ＥＴ２ 等 賞

酪農とちぎさ く ら 市物井　昭夫シンフオニア ベツスバーク アンコール２ 等 賞

酪農とちぎ宇 都 宮 市駒場　　久コマバフアーム ハイポイント インテグリテイ優 等 賞

10 酪農とちぎ那 須 町清水　時雄スマ エコーホルム アイガー１ 等 賞

酪農とちぎ那須塩原市小針　　勤コバリ クロシルド ダーハム レイナ１ 等 賞

栃　酪那須塩原市永森　洋一LWL ヒンペル ランツ優 等 賞

11 酪農とちぎ那須烏山市中山　真介エスペランサ レブロン レイジー フアースト ダーハム ＥＴ１ 等 賞

酪農とちぎ那須塩原市和田　　泰リージエント リーダー キム２ 等 賞

酪農とちぎ今 市 市鷹箸　　稔192 タカノハシ ミツクス アストロ優 等 賞
12

酪農とちぎ那 須 町佐久間隼人ナス プレリー ブラツク ジユラー１ 等 賞

　

「
と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
５
」
が
十
一
月
三
〜
六
日
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
の
も
と
、
盛
況
裡
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
と
な
る
共
進
会
会
場
に
は
連

日
沢
山
の
人
が
集
ま
り
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
選
り
す
ぐ
り
の
牛
が
競
い
合
い

と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム

フ
ェ
ス
タ　

　

盛
会
裡
に
開
催
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ま
し
た
。
結
果
は
本
県
に
お
い
て
前
頁

の
よ
う
な
好
成
績
を
収
め
、
中
で
も
本

組
合
よ
り
川
田
佳
男
さ
ん
が
準
名
誉
賞

に
輝
き
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
の
改
良
の

成
果
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
の
総
入
場
者
数

� ������������������������������������������������������������������������������

　

日
本
酪
農
政
治
連
盟
に
よ
る
全
国
酪

農
民
代
表
者
大
会
が
、
十
一
月
九
日
自

由
民
主
党
本
部
八
階
ホ
ー
ル
（
東
京
永

田
町
）
に
て
五
百
五
十
人
が
参
加
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

今
大
会
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
お

け
る
牛
乳
・
乳
製
品
の
輸
入
拡
大
阻
止

と
、
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
訴
え
よ
う
と

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
主
催
者
挨
拶
に

始
ま
り
、
来
賓
の
農
林
関
係
議
員
に
代

表
要
請
を
行
っ
た
。
来
賓
に
は
、
三
浦

一
水
農
水
副
大
臣
始
め
、
谷
津
義
男
自

民
党
酪
政
会
会
長
の
ほ
か
多
く
の
酪
政

会
議
員
の
出
席
が
あ
り
、
本
県
の
西
川

公
也
酪
政
会
事
務
局
長
（
自
民
党
農
林

部
会
長
）
も
挨
拶
し
、
激
励
と
支
援
の

約
束
を
頂
き
大
会
を
盛
り
上
げ
た
。

　

続
い
て
要
請
文
を
朗
読
し
満
場
の
拍

手
で
決
議
し
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
斉
唱
・
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を

行
い
、
大
手
乳
業
メ
ー
カ
等
へ
の
要
請

に
向
か
っ
た
。

　

本
組
合
か
ら
は
役
職
員
二
十
三
名
が

参
加
し
、
地
元
国
会
議
員
に
強
い
要
請

運
動
を
行
っ
た
。

　

前
田
組
合
長
も
日
本
酪
農
政
治
連
盟

副
委
員
長
と
し
て
、
中
央
酪
農
会
議
へ

出
向
き
、「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
輸
入
拡
大
反
対
、
牛

乳
需
要
拡
大
」
を
強
く
訴
え
た
。
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�
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�
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全
国
酪
農
民
代
表
者
大
会
開
催　
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�
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は
、
見
込
み
を
大
き
く
上
回
る
お
よ
そ

六
十
九
万
人
を
迎
え
ま
し
た
。
ミ
ル
ク

の
国
へ
よ
う
こ
そ
広
場
に
は
花
が
沢
山

飾
ら
れ
、
大
き
な
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
模
様

の
門
が
入
場
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
ミ

ル
ク
の
国
ゾ
ー
ン
・
学
び
の
国
ゾ
ー
ン

・
ま
ん
ぷ
く
の
国
ゾ
ー
ン
・
わ
ん
ぱ
く

の
国
ゾ
ー
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
・

展
示
・
出
店
な
ど
、
大
変
な
賑
わ
い
と

な
り
ま
し
た
が
、
広
い
敷
地
面
積
や
ブ

ー
ス
の
数
の
多
さ
で
分
散
さ
れ
、
あ
ま

り
狭
苦
し
く
感
じ
る
こ
と
も
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
県
外
か
ら
も
多
く
の
人
が

訪
れ
た
こ
と
で
、
栃
木
県
が
全
国
第
二

位
の
酪
農
県
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

出
来
た
こ
と
と
感
じ
ま
す
。

　

次
回
は
五
年
後
の
二
〇
一
〇
年
、
北

海
道
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
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那
須
高
原
支
所

　

女
性
会
那
須
支
部
研
修

　

十
一
月
十
六
日
、
女
性
会
那
須
支
部

は
沖
縄
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
程
が
二
泊
三
日
と
酪
農
家
に
と
っ

て
は
長
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
十
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
現
地
研
修

は
市
内
観
光
を
行
な
っ
た
後
、
松
清
嗣

さ
ん
（
お
っ
ぱ
乳
業
）
の
案
内
で
「
道

の
駅
・
許
田
（
き
ょ
だ
）」
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

松
さ
ん
は
本
県
那
須
町
で
酪
農
業
を

営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
沖
縄
の
今
帰
仁

（
な
き
じ
ん
）村
へ
移
住
し
、
酪
農
を
継

続
し
た
後
、

乳
製
品
製

造
会
社
に

転
業
し
現

在
に
至
っ

て
お
り
ま

す
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

の
都
合
で
、

「
お
っ
ぱ

乳
業
」
の
工
場
見
学
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
原
乳
の
確
保
方
法
、
牛
乳
・

ア
イ
ス
な
ど
の
製
品
製
造
、
道
の
駅
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
販
売
な
ど
、

製
造
か
ら
販
売
ま
で
の
行
程
を
、
苦
苦

労
談
を
交
え
な
が
ら
説
明
を
頂
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
に
は
、
松
さ
ん
と
馴
染
み
の

方
も
お
り
、
積
も
る
話
も
沢
山
あ
っ
た

様
子
で
別
れ
際
に
名
残
惜
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
昔
の
仲
間
が
遠
く
離
れ
た
地

で
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
共
感
を
覚
え
、

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
支
所

　

女
性
会
那
須
南
支
部

　
　

『
く
つ
ろ
ぎ
の
コ
ン
サ
ー
ト
』

　

と
か
く
世
知
辛
い
忙
し
い
世
の
中
、

ひ
と
と
き

の
し
あ
わ

せ
を
求
め

『
く
つ
ろ

ぎ
の
コ
ン

サ
ー
ト
』

と
銘
打
っ

て
開
催
し

ま
し
た
。

　

キ
ー
ボ

ー
ド
奏
者
に
市
村
弘
道
氏
、
ギ
タ
ー
奏

者
に
市
村
伸
二
氏
ご
兄
弟
（
那
須
塩
原

市
）
を
招
き
、
一
部
は
「
演
奏
」
二
部
は

「
み
ん
な
で
歌
お
う
」
で
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
構
成
で
し
た
が
、
演
奏
を
聞
い
て
い

る
時
の
皆
さ
ん
は
夢
心
地
の
様
な
顔
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

す
べ
て
を
忘
れ
清
浄
無
垢
な
子
供
に

返
っ
た
み
た
い
で
す
。
二
部
で
の
日
本

の
歌
、愛
唱
歌
合
唱
で
は
、二
十
二
人
の

美
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
高
ら
か
と
響

き
渡
り
、こ
れ
ま
た
、若
き
日
に
戻
っ
て

の
合
唱
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
出
張
コ
ン
サ
ー
ト
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

栃
木
県
南
支
所

　
『
耕
畜
連
携
に
よ
る
粗
飼
料
生
産
』

　

耕
畜
連
携
に
よ
る
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
の
利
用
に
つ
い
て
芳
賀
町

の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

水
田
地
帯
の
芳
賀
町
で
は
、
耕
種
農

家（
九
戸
）と
酪
農
家（
五
戸
）が
連
携
し
、

飼
料
稲
の
栽
培
、
給
与
を
行
っ
て
い
ま

す
。
実
施
す
る
に
当
っ
て
、
三
年
前
か

ら
試
験
ほ
場
で
飼
料
稲
の
栽
培
を
行
い
、

生
育
状
況
や
収
量
に
つ
い
て
検
討
し
、

ま
た
生
産
さ
れ
た
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ

イ
レ
ー
ジ
を
乳
牛
に
給
与
し
嗜
好
性
や

品
質
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
作
付
面
積
は
年
々
拡
大

し
、
今
年
度
は
約
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

作
付
け
さ
れ
、
十
月
上
旬
に
収
穫
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
収
穫
は
、
補
助
事
業
で

導
入
し
た
専
用
の
機
械
で
行
い
、
飼
料

稲
の
栽
培
か
ら
収
穫
に
つ
い
て
は
芳
賀

町
飼
料
稲
生
産
組
合
を
組
織
す
る
耕
種

農
家
八
戸
が
行
い
、
ロ
ー
ル
さ
れ
た
二

千
個
程
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
及
び
、
給
与
を

酪
農
家
が
行
っ
て
い
ま
す
。
で
き
た
サ

イ
レ
ー
ジ
は
嗜
好
性
、
品
質
と
も
に
良

好
で
、
産
地
づ
く
り
対
策
、
耕
畜
連
携

推
進
対
策
等
の
施
策
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
生
産
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
る
こ
と

が
で
き
、
酪
農
家
と
し
て
は
安
価
な
飼

料
を
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
堆
肥
化

し
た
糞
尿
を
作
付
け
ほ
場
に
還
元
す
る

こ
と
で
資
源
循
環
型
農
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

原
油
価
格
の
高
騰
を
は
じ
め
情
勢
の

不
安
定
に
よ
り
、
輸
入
粗
飼
料
の
価
格

が
上
昇
傾
向
に
あ
る
中
で
、
飼
料
稲
の

給
与
は
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
の
選
択
肢

の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
す
。
今
後
さ
ら
な

る
低
コ
ス
ト
化
と
品
質
の
向
上
が
進
め

ら
れ
、
生
産
と
利
用
が
拡
大
す
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
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用
途
別
で
は
、
飲
用
牛
乳
向
け
は
一

・
一
％
の
減
と
飲
用
需
要
の
回
復
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

特
定
乳
製
品
向
け
に
つ
い
て
は
三
・

七
八
％
と
前
年
と
同
じ
発
生
に
な
り
ま

し
た
。

　

組
合
に
お
け
る
乳
質
成
績
は
、
脂
肪

率
が
前
年
同
様
三
・
八
五
％
、
無
脂
固

形
分
率
は
前
年
を
や
や
下
回
る
八
・
七

七
％
と
な
り
ま
し
た
。
細
胞
数
に
つ
い

て
は
前
年
値
を
下
回
る（
二
三
・
七
万
）

好
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
酪
と
ち
生
乳
販
売
発
三
五
号

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
関
東
生
乳

販
連
の
決
定
に
基
き
「
乳
製
品
消
費
拡

大
運
動
」を
実
施
致
し
ま
す
。過
剰
で
あ

る
バ
タ
ー
・
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
解
消
と
、

生
産
者
自
ら
の
消
費
拡
大
を
共
通
認
識

す
る
た
め
に
、
酪
農
家
及
び
関
係
団
体

役
職
員
を
対
象
に
来
年
一
月
下
旬
よ
り

実
施
さ
れ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
願
い
ま
す
。

生
乳
販
売
課

　

十
月
度
生
産
量
前
年
を
上
ま
わ
る

十
月
度
の
生
乳
生
産
量
は
、
一
七
、
五

三
七
ト
ン
（
前
年
比
一
〇
〇
・
五
％
、

計
画
比
一
〇
〇
・
三
％
）
と
今
年
度
初

め
て
前
年
を
上
ま
わ
り
、
生
産
量
の
回

復
の
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

支
所
別
に
み
る
と
、
那
須
高
原
支
所

に
お
い
て
は
前
年
比
一
〇
〇
・
三
％
、

宇
都
宮
支
所
一
〇
〇
・
五
％
、
県
南
支

所
一
〇
一
・
〇
％
と
全
支
所
で
前
年
を

上
ま
わ
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
動
向
に
つ
い
て
は
、

十
月
度
北
海
道
が
前
年
比
一
〇
三
・
七

％
、
全
国
で
は
一
〇
一
・
九
％
で
、
累

計
で
は
九
九
・
六
％
と
な
り
ま
し
た
。

関
東
に
お
い
て
は
前
年
比
九
九
・
八
％

で
累
計
で
は
九
八
・
三
％
と
前
年
に
比

べ
減
少
し
て
い
る
も
の
の
徐
々
に
回
復

傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
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�　脂肪率の推移 �　乳量の推移

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移
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〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～350
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

1183152117461745742611月 8日十　　勝

186011489321546232811月 9日釧　　路

227614412423946839811月10日根　　室

308219514953346751211月11日北　　見

22681919130347340511月17日豊　　富

98315411421446738511月24日根　　室

721892067444849159311月25日十　　勝

1846411,156758249594713,047合　　計

2156611,037687219594732,878前　　月

2617361,384672201644783,318前年同月

11月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成17年11月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

３６,８３８６８０６６,１５０－１７０ホルス雄

二
十
日

西
那
須
野

１６１,０６２１０６,０５０２１５,２５０－７９Ｆ１雄

８９,５２８９,４５０１３４,４００－８３Ｆ１雌

４８,４００３６,０００５５,０００７３５ホルス雄
二
十
七
日

館　

林
１５５,２５０１２２,０００１８６,０００７１８Ｆ１雄

１１６,１４３８２,０００１３９,０００７２７Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

購
買
部

　

粗
飼
料
高
値
安
定

　
　

平
成
十
七
年
の
乾
牧
草
価
格
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
全
体
的
に
価
格
の
上

げ
基
調
が
続
き
非
常
に
厳
し
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

要
因
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
外
国
為

替
相
場
（
ド
ル
／
円
）
が
、
平
成
十
七

年
一
月
時
点
で
約
一
〇
三
円
台
で
し
た

が
、
十
二
月
初
旬
に
お
い
て
は
一
二
〇

円
台
を
う
か
が
う
程
の
円
安
相
場
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
米
国
で
の

酪
農
意
欲
の
高
ま
り
に
よ
る
国
内
需
要

の
増
加
、
原
油
価
格
の
高
騰
も
重
な
り
、

市
場
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、

し
ば
ら
く
は
こ
の
情
勢
が
続
く
と
推
測

さ
れ
ま
す
が
、
現
地
の
最
新
情
報
を
入

手
し
価
格
の
低
減
を
図
り
、
安
定
的
な

物
量
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
一
月
の
飼
料
情
勢
に

て
ご
報
告
致
し
ま
す
。 

酪
農
部

　

土
上
平
放
牧
場
の
放
牧
成
績

　

土
上
平
放
牧
場
は
県
酪
連
か
ら
委
託

を
受
け
て
二
年
目
と
な
り
、
一
三
八
頭

放
牧
し
、
終
牧
ま
で
事
故
も
無
く
全
頭

無
事
下
牧
し
ま
し
た
。

　

育
成
管
理
に
つ
い
て
は
、
発
情
の
同

期
化
・
定
期
検
診
・
血
液
検
査
に
よ
る

栄
養
管
理
を
基
に
配
合
飼
料
給
与
を
増

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

給
し
た
結
果
、
期
間
中
の
疾
病
や
事
故

の
発
生
も
な
く
、
順
調
な
生
育
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

授
精
に
つ
い
て
は
発
情
同
期
化
に
よ

り
、
人
工
授
精
の
受
胎
率
は
八
五
・
九

％
を
達
成
し
、
本
年
よ
り
事
業
団
の
協

力
を
得
て
行
っ
た
体
外
受
精
卵
移
植
の

受
胎
率
は
六
六
・
六
％
と
、
高
受
胎
率

を
収
め
ま
し
た
。

　

牧
草
草
地
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
牧

区
毎
に
全
面
の
草
地
刈
り
と
追
肥
を
行

い
、
肥
培
管
理
に
努
め
た
結
果
、
台
風

に
よ
る
水
源
の
破
損
は
あ
っ
た
も
の
の
、

草
地
の
表
土
流
出
等
の
発
生
も
な
く
、

良
好
な
草
地
状
況
で
す
。

　

以
上
の
結
果
、
別
表
の
よ
う
な
成
果

を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

終
牧
に
あ
た
り
利
用
者
か
ら
「
栄
養
状

態
が
よ
く
、
受
胎
し
て
い
る
牛
が
多

い
。」
と
の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　

乳
牛
に
と
っ
て
育
成
期
は
と
て
も
大

切
な
時
期
で
、
適
切
な
栄
養
摂
取
と
体

力
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
是
非

来
年
は
一
頭
で
も
多
く
、
土
上
平
放
牧

場
で
仔
牛
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

土上平放牧場放牧成績
Ｈ17.11.18　

差平成17年度平成16年度

△   9138147入 牧 頭 数（頭）

△ 39323,87724,270年間延べ頭数（頭）

15.185.9(55/64)70.8(51/72)人 工 授 精
受　胎　率（％）

66.866.6( 8/12)0         受精卵移植

252663411１日増体量

26,55035,6909,140
１頭当りの
配合飼料給
与量（ｇ）　配合飼料給与量

1,1241,500376１頭当り(ｇ)
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北
の
大
地
は
二
連
覇
快
挙
に
酔
っ
た
が
、

相
次
い
だ
不
祥
事
・
他
県
留
学
の
課
題

等
を
残
し
た
。

　

古
く
か
ら
国
技
と
し
て
親
し
ま
れ
た

大
相
撲
も
、
外
国
勢
に
圧
倒
さ
れ
士
気

消
沈
、
一
層
の
踏
ん
張
り
に
期
待
す
る
。

　

今
年
盛
り
上
げ
た
の
は
女
子
ゴ
ル
フ

と
バ
レ
ー
界
、
若
手
新
人
の
は
つ
ら
つ

プ
レ
ー
が
多
く
の
フ
ァ
ン
を
増
幅
し
た
。

� �� �
　

� �� �
　

�� ��

　

年
々
、
増
加
す
る
鳥
獣
被
害
、
河
川

の
渇
水
期
、
瀬
に
陣
取
り
溯
上
す
る
稚

魚
た
ち
を
一
口
に
し
て
し
ま
う
カ
ワ
ウ
、

丹
精
こ
め
て
栽
培
し
た
野
菜
・
果
樹
・

水
田
等
を
一
瞬
に
し
て
襲
撃
す
る
カ
ラ

ス
・
白
鼻
心
・
イ
ノ
シ
シ
の
群
れ
、
民

家
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
居
候
す
る
サ
ル
軍
団

等
々
に
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
。
旺
盛
な

繁
殖
力
に
追
い
つ
か
ぬ
防
除
策
、
何
と

か
な
ら
な
い
も
の
か
。
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最
近
、
耳
に
す
る
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」、

格
好
良
く
重
ね
着
し
て
体
を
暖
め
る
こ

と
の
よ
う
だ
が
、
真
意
は
、
厚
着
し
て

室
内
の
暖
房
温
度
を
二
十
度
に
設
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
省
エ
ネ
・
二
酸
化
炭

素
の
削
減
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
夏
の

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
の
第
二
弾
策
と
し
て

の
呼
び
か
け
だ
が
、
経
済
効
果
は
、
早

く
も
二
三
二
八
億
円
と
の
試
算
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
京
都
議
定
書
の
公
約

（
排
出
ガ
ス
削
減
六
％
）
実
現
に
向
け
、

一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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今
や
、「
そ
ば
ブ
ー
ム
」
は
着
実
に
浸

透
し
て
い
る
。
そ
ば
に
は
蛋
白
質
・
ビ
タ

ミ
ン
類
、
カ
リ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
鉄

分
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
や
食
物
繊
維
の
ほ

か
、
毛
細
血
管
の
透
過
性
を
高
め
て
血

圧
を
抑
制
す
る
「
ル
チ
ン
」
を
含
み
、
低

カ
ロ
リ
ー
食
品
と
し
て
人
気
を
高
め
て
い

る
。
昨
年
の
本
県
そ
ば
生
産
量
は
一
、

二
二
〇
ト
ン
と
全
国
第
五
位
に
あ
る
。

主
産
地
の
県
西
部
や
八
溝
地
方
は
、
休

日
と
も
な
る
と
「
挽
き
た
て
・
打
ち
た
て

・
茹
で
た
て
」
の
味
を
求
め
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
。「
年
越
し
そ
ば
」
も
間
近
い
。（
Ｙ
）

　

師
走
を
迎
え
、
に
わ
か
に
慌
し
く

な
っ
て
来
た
。
新
聞
の
折
込
み
チ
ラ
シ

の
数
も
増
え
る
。
街
中
は
歳
末
商
戦
で

久
し
ぶ
り
に
活
気
が
み
な
ぎ
る
。

　

農
作
業
も
好
天
が
続
き
、
順
調
に
片

付
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
朝
夕
の

寒
さ
も
日
増
し
に
感
じ
る
が
、
早
く
も

二
十
二
日
冬
至
到
来
と
な
る
。
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今
年
も
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
。
な
ん
と
言
っ
て
も
サ
ッ

カ
ー
の
Ｗ
杯
出
場
決
定
が
朗
報
で
あ
っ

た
。
苦
難
末
の
快
挙
に
国
内
が
沸
い
た
。

　

低
迷
の
プ
ロ
野
球
界
も
セ
・
パ
リ
ー

グ
交
流
試
合
を
導
入
し
て
人
気
回
復
を

図
っ
た
が
、
今
ひ
と
つ
の
な
か
ロ
ッ
テ

が
交
流
戦
・
パ
リ
ー
グ
・
日
本
シ
リ
ー

ズ
・
ア
ジ
ア
シ
リ
ー
ズ
の
四
冠
制
覇
で

締
め
く
く
っ
た
。

　

夏
の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
高
校
野
球
、

つ
い
て

　

�三
 
　

第
十
二
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
及
び
第
四
回
全
日
本

ジ
ャ
ー
ジ
ー
共
進
会
栃
木
大
会
の

結
果
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

十
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

組
合
購
買
利
用
推
進
研
修
会
の

実
施
に
つ
い
て

　

�三
 
　

諸
規
定
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

�四
 
　

年
末
手
当
支
給
に
つ
い
て

十
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

十
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ

い
て

　

�三
 
　

従
た
る
事
務
所
廃
止
に
つ
い
て

　

�四
 
　

総
代
選
挙
結
果
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

九
月
度
及
び
上
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

　

�二
 
　

集
乳
車
・
送
乳
車
の
リ
ー
ス
契

約
に
つ
い
て

　

�三
 
　

利
用
済
紙
袋
の
処
理
に
つ
い
て

十
一
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

十
一
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
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今
年
も
年
賀
状
の
季
節
が
迫
っ
て
き

ま
し
た
。
年
賀
状
を
作
る
為
に
パ
ソ
コ

ン
を
買
っ
た
方
も
居
る
事
で
し
ょ
う
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
の
時
期
プ
リ
ン
タ
ー
関
係
の
問
合
せ

が
増
え
る
そ
う
で
す
。「
全
然
使
っ
て
い

な
い
の
に
イ
ン
ク
が
出
な
い
。」の
よ
う

な
苦
情
が
あ
る
ら
し
い
の
で
す
が
、
実

は
そ
れ
は
使
っ
て
い
な
い
か
ら
イ
ン
ク

が
乾
燥
し
て
つ
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
プ
リ
ン
タ
ー

に
よ
っ
て
は
ヘ
ッ
ド
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
の
機
能
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
そ
ち
ら
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。
他
に

よ
く
あ
る
質
問
は
、「
特
殊
な
漢
字
が
出

な
い
。」で
す
。
探
し
て
も
無
い
場
合
は
、

最
終
的
に
は
外
字
エ
デ
ィ
タ
で
似
た
漢

字
を
編
集
し
て
自
分
で
作
る
し
か
無
い

の
で
す
が
、
少
々
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
平
成
の
大
合
併
に
よ

り
住
所
が
大
幅
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

手
っ
取
り
早
い
の
は
、
最
新
の
ソ
フ
ト

に
乗
り
換
え
る
こ
と
で
す
が
、
郵
便
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
全
国
の
市
町
村

合
併
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
住
所
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
れ
を
利
用
す
る

手
も
あ
り
ま
す
。
件
数
が
多
い
と
大
変

な
作
業
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
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